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1は じめに一一副教材 学習の メリッ ト

大学のリーディング ・ライティング科 目では、基本的にはこれまでテキス

ト教材による授業を行ってきた。ところが、近年ではいずれの大学において

も、単位修得 に必要な授業時間数を確保す ることが厳格化 される傾向にあ

る。1それに伴って、実質的に授業回数が前後期とも増加するにつれ、従来

のテキス ト教材による授業及び中間試験や小テス トのみでは、授業内容が些

か単調になることもあり、授業方法に更なる工夫が必要ではないかと感 じら

れることも増えるようになった。また、それぞれの科 目で出される課題の量

も総 じて多くなっているようだ。授業開始前や終了後の学生たちの様子を見

ていると、他の授業 も含めて分からない箇所について教え合 うばかりでなく、

次の時限や翌 日の授業の課題についての会話を頻繁に耳にするようになった

からである。2とりわけ1、2年 次生は、ほぼ空き時間なく時間割 を組まざ

るを得ず、そのような状況下で、長時間にわたって学生に学習意欲や集中力

を持続 させる、つまり授業において常にポジティヴな姿勢を求めようとする

ことは難 しいと思われるようになった。

そこで、ここ数年の授業では、毎週のテキスト教材による授業に加えて、

1ヶ 月に1回 程度は、小テス ト等の他にプリント教材を作成 して使用するな

ど、テキスト以外の内容を副教材 として、授業に組み込むようにしている。

様々な トピックをテーマとして取 り上げ、変則的な学習形態をとなる副教材

学習では、グループ学習の時間を多 くとることで、学生 も自発的に授業に取

り組めているようにみえる。そして、グループワークによる副教材学習から

生まれた結束力によって、テキス ト学習で日常的に行っているペアワークや

グループワークにおいても、後で述べるように、より積極的な姿勢が見 られ

るようになった。また逆に、テキス ト学習では、理解度や授業の雰囲気に応

じて調整するほかは、ほぼ授業のプロセスを一定にしているため、学生は精

神的にもゆとりをもって学習することができ、それぞれの授業回ごとにメリ

ハリのついた学習を行 うことができる、という相乗効果も生 まれているよう
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である。

ところで、テキス ト学習にあたっては、英文の意味を正確に把握すること

は言 うまでもなく、リーディングで扱われている トピックそのものにも関心

をもつよう、日頃から学生たちに促 している。昨今ではスマー トフォンやパ

ソコンが主要な情報源 となりつつあり、個人の趣向に沿った情報ばかりに関

心が集中してしまう傾向にある。その弊害 として、いわゆる一般的な主要ニ

ュースの トピックでさえ知 らない学生 も、しばしば見受けられるようになっ

た。しかしなが ら、様々な情報を得たり多様な知識を身につけておくことは、

時にリーディング内容の素早い理解に繋がるだけでなく、広 くいえば、情報

を取捨選択 したり知識を応用 したりといった、社会に出てからも役立つ能力

にもなりうるといえよう。

従って、副教材 として扱 う内容についても、世界で今まさに起 きているこ

とに学生が意識を向けられるよう、可能な限り旬の トピックを取 り上げるよ

うにしている。昨年度でいえば、当時のアメリカ大統領オバマ氏の広島での

スピーチや、ノーベル文学賞を受賞 したボブ ・ディランの歌詞などがそうで

あった。また、アメリカ大統領選挙に関してグループ発表を行わせた際には、

その後に学生の問で熱い議論が交わされていた。独立宣言の文言が含まれた

オバマ氏のスピーチに触れることによって、学生たちは僅かなが らでもアメ

リカの歴史を遡って学ぶ機会が得 られたし、授業初回時にはアメリカ大統領

の名前や主要二大政党名を答えられない学生 もいたが、次第に大統領選挙の

報道を日頃から意識するようになり、各候補者や支持者 らの政治的思惑や選

挙の仕組みなどについても、多少なりとも理解できたようであった。

ところで昨年末、次年度に扱 うトピックについて考え始めていた頃、知 り

合いのアメリカ人夫妻から、来春に日本を旅行 したいという内容のクリスマ

スカー ドが届いた。とはいえ、記 されていたのは日本訪問の時期のみで、実

際に彼らの日本に関する知識 もほぼ皆無であったことから、それ以降、 目的

地や宿泊場所、行程の調整に至るまで、思い返せば数ヶ月にわたってコーデ

ィネーターのような役割を果たす ようになっていた。だが結果的にこうした

経験は、学生が海外からの来訪者 と英語でコミュニケーションをとりうる身

近な場面の想定につなが り、副教材の内容を考えるにあたっては、大いに参

考になり役立つものになった。では、どのような経験を授業教材 として活か

したのか、次に具体例を挙げて説明していきたい。
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2温 泉 人気 にみるイ ンバ ンウン ド需要 とその課題

クリスマスカー ドに続いて届いたアメリカ人夫妻からのメールには、旅行

のおおよその日程に加えて、温泉入浴のために水着を持参する必要があるか、

また入浴時にタトゥは問題になるかという疑問が添えられていた。観光庁が

行 った訪 日旅行に関する意識調査によれば、 日本滞在中に 「今回したこと」

では20項 目中6番 目、「次回したいこと」では同 じ20項 目中4番 目が 「温泉

入浴」であった(26)。 また、アジア地域からの外国人旅行者 を対象とした

調査ではあるが、「行ってみたい日本の観光地イメージ」では、3位 の 「富

士山」や2位 の 「桜」をおさえて 「温泉」はトップであった(相 澤)。 かつ

ては公衆浴場で入浴するという日本独特の習慣が敬遠 される傾向にあったも

のの、現在のインバ ンウンド消費の傾向として体験型の観光に関心が高まっ

ていることも影響 しているのか、躊躇いよりも日本の伝統文化や日常生活を

体験 したいという好奇心のほうが勝っているのかもしれない。実際に温泉施

設においても、アジア系の人々のみならず、入浴を愉 しむ欧米人の姿 も時折

見かけるようになった。よって、今回アメリカ人夫妻が温泉に関心を持った

のも驚 くにはあたらないことのようだ。

水着についてはスパのような入浴施設を除いては不要であると彼 らに返答

したが、タ トゥについては少々事情が複雑であった。インターネット上では、

例えば道後温泉のように入れ墨(タ トゥ)が あっても入浴は可能 と明言 して

いるところもある。3だが、そうした施設はほんの一握 りで、大半の入浴施

設入口の注意事項には、入れ墨のある者は入浴を遠慮するようにという主旨

の文言が含 まれており、特段注意書 きの無い場合でも、歴史的意味合いから

暗黙の了解として敬遠 される風潮がみられる。だが、近年の外国人観光客の

急増や、民族的伝統 としての入れ墨の風習などにも配慮 して、小さな入れ墨

であればその部分が隠れるようなシールを施設側が提供するなど、温泉業界

においても試行錯誤の最中のようである。公衆浴場で入浴することへ懸念や

タトゥの問題など、幾つかの点を考慮すると、日本の入浴事情に明るくなく、

また初来日となる外国人に対 しては、温泉風呂付 きの客室のある宿泊施設へ

の宿泊、もしくは家族風呂のある温泉施設に行 くことを勧めるのが無難かも

しれない。

先にも述べたように、海外からの旅行客は年々増加 しており、温泉の効能

や、日本独 自の習慣である入浴方法、それに歴史的建造物などへの関心から、
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温泉地においても外国人の姿が 目立つようになってきた。自身は数年前に登

別温泉を訪れたが、それは偶然にも春節の時期で、大半が中国や台湾、韓国

からの観光客であった。インバウンド需要を期待 してか、登別温泉の彼方此

方にアジア地域からの旅行客に向けたもてなしの雰囲気が感 じられ、宿泊 し

たホテルでも、中国語や韓国語 も堪能な複数のスタッフが対応にあたってい

た。そして、名湯 らしく脱衣所には絶えず清掃を行 う女性がいたが、これか

ら浴室へ入ろうとする中国人女性 らに、ここでは日本語 と手振 りで長い髪を

束ねるよう注意を促 していた。最近では、観光客があまり利用 しないような

ローカルな公衆温泉浴場にも、温泉の入浴マナーについて英語やアジア圏の

言語で書かれた説明が貼 り出されていることに気づ く。 しかし、賑やかに会

話をしなが ら入浴に来た訪問者全てが、入浴前にこうした注意書 きに目を通

すとも限らない。また、ビジネスホテルやシティホテルの大浴場には説明書

きが一切無いところもあり、自身も偶然、入浴方法に戸惑っていた外国人に、

簡潔に入浴マナーを伝えるという経験をしたことがある。

海外へ行かず とも、日本国内においても外国人と接触する機会が多 くなり

つつある今、温泉施設でのこうした出来事は、学生たちにとっても遭遇する

可能性が十分あるだろう。海外から訪れた人々をもてなす、 と捉えると我々

側からの積極的な行動が必要なように思われるかもしれないが、身近に困っ

ている外国人に手 を差 し伸べる機会は、いつ誰にやって くるとも限らない。

そういうわけで、副教材学習の一環 として、学生には外国人の温泉体験につ

いて学んでもらうことにした。

3英 語 版 温 泉 ガ イ ドブ ッ ク を活 用 した 学 習

外 国 人 に も気 兼 ね な く温 泉 に慣 れ親 しん で も らお う とい う 目的 か ら、 イ ン

タ ー ネ ッ ト上 に は 、温 泉 入 浴 の メ リ ッ トや入 浴 マ ナ ー、 旅 館 、 そ れ に温 泉 地

観 光 な どに つ い て英 語 で説 明 され た サ イ トが み られ る よ うに な っ て きた。 旅

行 前 の ア メ リカ 人夫 妻 に は 、温 泉 や入 浴 方 法 に 関す る ウ ェ ブサ イ トを事 前 に

幾 つ か 紹 介 して お い た が 、 授 業 で もそ の 一 部 を プ リ ン ト し教 材 と して 配 付

した 。 と りわ け2008年 の 洞 爺 湖 サ ミ ッ ト開催 を機 に 、 北 海 道 運 輸 局 に よ っ

て外 国 人 向 け に作 成 され た英 語 版 温 泉 ガ イ ドブ ッ ク"WelcometoOnsen!!:

AGuideforEnjoyingJapaneseHotSprings"で は 、温 泉 の効 能 や温 泉 旅

館 、温 泉 で の マ ナ ー な どが 写 真 や イ ラ ス トと と もに分 か りやす く説 明 さ れ て
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お り、温 泉 に慣 れ親 しむ機 会 の少 な い 日本 人 に も役 立 ち そ うな 内容 とな っ て

い る。 今 回 は そ の な か か ら、 入 浴 マ ナ ー を テ ー マ と した"Let'sGotothe

Onsen!"と い う四 コ マ漫 画 に つ い て 、学 生 に授 業 内課 題 を 出 した。

課 題 の 内 容 は、4人1組 の グ ル ー プ ご と に、8つ の 四 コマ 漫 画 の 中 か ら、

外 国 人 に教 え た い と思 う4つ を選 び 、 そ の 内容 を要 約 す る とい う もの で あ っ

た 。 この課 題 を 出 した 当初 の 意 図 は 、学 生 が そ れ ぞ れ の漫 画 の 内容 を理 解 し

端 的 に説 明 で きる か とい う単 純 な もの で あ っ たが 、 実 際 に は よ り複 雑 な課 題

とな っ た よ うだ 。 そ れ ほ ど時 間 を か けず に提 出 で きた グ ル ー プ もあ れ ば、 な

か な か プ リ ン トを埋 め られ な い グ ル ー プ もあ っ た 。 ま た課 題 を 回収 して チ ェ

ック して み る と、 漫画 の趣 旨 を 的確 に捉 え られ て い る もの もあ れ ば、 課 題 の

目的 を達 成 で きて い な い もの もあ っ たが 、 こ の課 題 の難 し さに は二 つ の要 因

が あ っ た の で は な い か と思 わ れ る 。

一 つ は 、要 約 の正 確1生 と行 間 を読 む とい う作 業 で あ る。 要 約 で は少 な く と

も各 コマ で示 され て い る 内容 に触 れ られ るべ きで あ るが 、4コ マ の うち の1

つ の 内容 を飛 ば した り、 内容 そ の もの で は な くそ れ に対 す る感 想 が 含 ま れ て

い た りす る グ ル ー プが 複 数 み られ 、 そ の ほ か に 内容 を誤 解 して い る もの もあ

っ た 。 更 に 、 漫画 は リー デ ィ ング の文 章 とは違 っ て 、吹 き出 しの会 話 や説 明

の分 量 が 限 られ て い る 。従 っ て要 約 の 際 に は 、 コ マ の 問 に あ る空 気 、つ ま り

行 間 を 読 み取 っ た うえ で言 葉 を補 い適 当 な文 章 に しな くて は な らな いが 、提

出 され た課 題 に は辿 々 しい要 約 もみ られ た 。学 生 た ち は 、長 文 につ い て要 旨

を ま とめ る とい う作 業 に は慣 れ て い る の か も しれ な いが 、 い わ ば そ の逆 の作

業 を行 う とい うの は 、一 般 的 な課 題 とは違 っ て少 々難 しか っ た の か も しれ な

い 。 また 、SNSの 普 及 に よっ て 、短 文 や 口語 体 の文 章 をパ ソ コ ンや ス マ ー ト

フ ォ ンで打 つ機 会 は増 え る一 方 、手 書 きで文 語 体 の文 章 を書 く とい う機 会 は

減 少 し、 そ う した訓 練 をす る学 習 の機 会 さえ も十 分 に与 え られ て い な い の か

も しれ な い 。 こ う した懸 念 は 、今 回 の課 題 に 限 らず 、 日頃 か ら提 出物 を確 認

す る 際 に しば しば感 じ られ る もの で あ る 。

そ して 、 も う一 つ は異 文 化 理 解 の必 要 性 で あ る 。 こ れ らの漫 画 は全 て、 温

泉 の 入浴 マ ナ ー や慣 習 に つ い て伝 え る 内容 に な っ て い るが 、必 ず し も 日本 人

の 入浴 ス タ イル の みが 描 写 され て い る わ け で は な い。例 え ば4つ の漫 画 、"No

Swimsuit"と"TowelonYourHead"、"SpiritofConsideratiorl"、 そ れ に"lt

isHotEnough?"の1コ マ 目で 描 か れ てい る外 国 人男 性 の行 動 は そ れ ぞ れ 、
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水 着 を着 用 して湯 船 に 入 ろ うす る 、湯 船 で体 を洗 う、立 っ て シ ャ ワ ー を浴 び

る 、 そ れ に彼 らに とっ て は熱 す ぎる温 泉 に加 水 し よ う とす る 、 いず れ も多 く

の外 国 人 に共 通 す る 入浴 習 慣 が 反 映 され た もの で あ っ た。 ま た"Basketand

Locker"(Fig.1)の 、 脱 衣 カ ゴ を前 に して 「赤 ん 坊 の た め の もの だ ろ うか 」

と外 国 人男 性 が 首 を か しげ る描 写 は 、 日本 人 に とっ て は想 定 外 の疑 問 で あ る

が 、 一 方 で脱 衣 カ ゴ や貴 重 品 ロ ッカ ーが 彼 らに とっ て は理 解 しが た い もの で

あ る とい う こ とに気 づ か され る だ ろ う。温 泉 が 日本 独 自 の文 化 で あ る か ら と

は い え 、 一 方 的 に我 々 の文 化 を納 得 させ よ う と説 明す る だ け で は 、 こ の漫 画

を充 分 に 要約 で きた とは い え な い 。海 外 か らの訪 問者 が どの よ うな習 慣 を も

っ て い る か を想 像 した うえ で 、彼 らの戸 惑 い を想 定 し手 助 けす る必 要 が あ る

とい う こ とを 、学 生 が こ の漫 画 を通 して理 解 で きる よ うに な る こ とが 、 こ の

課題 の も う一 つ の達 成 目標 とな っ て い た とい え る の で あ る。

な お 、 四 コマ 漫画 の うち"PlaceofSocialRelationship"(Fig.1)に つ い

て は 、 い ず れ の グ ル ー プ で も選 択 され る こ とは な か っ た。 お そ ら く会 話 の吹

き出 しが 少 な く説 明文 的 な表 現 方 法 で あ っ た た め 、要 約 しづ らか っ た の で は

な い か と思 わ れ る 。 こ の漫 画 で は 、温 泉 場 が 社 交 の場 で もあ りなが ら、浴 場

内 で外 国 人 に接 触 す る機 会 が 少 な い こ とや 内 向 的 な 日本 人 の性 向が 描 か れ て

い る 。 こ の 漫画 を 目に した外 国 人訪 問客 に は 日本 人 の こ う した気 質 を理 解 し

て も ら う一 方 、学 生 た ち に は 、恥 ず か しい とい う気 持 ち を振 り払 い 、 そ の場

の状 況 に応 じて 自発 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを とろ う とい う姿 勢 を是 非 示 し

て も らい た い 。

4外 国人向 け国内旅行 プラ ンの作成

アメリカ人夫妻から続いて届いた手紙 とメールには、日本への入出国日と

訪問を希望する観光地及び周遊順序の予定が大まかに記 されるとともに、そ

れらについて色々と助言が欲 しいと記 されていた。しかし、2週 間に及ぶ旅

の予定内容は長々とした文章で綴 られていたため、一見 して時間的 ・空間的

に把握 し難いものであった。そのため、助言に加えて行程表にした幾つかの

周遊プラン案を添付ファイルで送ると、彼 らはそれに感心 し、それ以降は行

程表を修正 し合いなが ら旅程について計画 していくことになった。

細々とした調整は別として、彼 らが作成 した旅程表を修正するうえで次の

ような点に留意したので、授業 とは間接的な内容になるが、ここで挙げてお
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こ う ●

・外国人にとっては日本での移動の距離感が把握 しづ らいため、窮屈な行程

になっていれば代替案を提示

・同方向の目的地が別々の日程に組み込まれて無駄な往復移動等がある場合、

行程をそれぞれ一つにまとめるように助言
・公共交通機関の利便性に乏 しい地域を観光する場合、実際に実行可能な行

程であるかどうか、時刻表等を確認
・日程 と観光施設や店舗等の定休 日とが重なっている場合は指摘

更に余談ではあるが、最初に大体の日本滞在期間を知 らされた際、ゴール

デンウィーク期間中の混雑について指摘 しておいたのだが、結局 日程の一部

がゴールデンウィークに重なることとなった。それゆえ、週末のほかゴール

デンウィークの宿泊施設はどこも満室ばかりで、予約が困難な日も幾 日かあ

った。近年では海外から日本国内の宿泊施設を予約できる海外版ウェブサイ

トや英語のサイ トも多くなり、利便性が格段に向上 した。だが、国内の通常

ウェブサイ トでの検索結果 と比較 してみると、ヒットする宿泊施設の件数が

かなり絞 られてしまうという難点もある。幸いにも、今回自身が途中から同

行 して宿泊したホテルの多 くは、代表者 というかたちで全員分の予約が可能

だったため、彼 らが宿泊に困ることはなかった。

温泉地での外国人と遭遇する可能性に比べれば、海外からの旅行者のため

にプランを作成するような機会は、学生にとってはす ぐには訪れないかもし

れない。だが、都心の電車内で行 き先について訪 日外国人から尋ねられるこ

とも少なくない今 日、外国人観光客向けの旅行プランを練ってみるという作

業は、日本の地理や歴史、文化、習慣などについて改めて再認識するととも

に、海外の人々が 日本についてどのような関心を抱いているか、また自分は

日本をどのように紹介 したいかを想像する良い機会にもなるのではないかと

思われたのである。4

学生たちには、先に記 したプラン作成上の工夫や経験談について説明した

うえで、図2の ように、実際に使用 した旅程表の一部抜粋をサンプルとして

配布 し、グループごとに旅行プランを作成するという課題を与えた。サンプ

ルの行程表は必ず しもテキス トのように完成度の高い文書ではないが、アメ
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リカ人とともに作成 したものであるため、学生が生の英語テキス トに触 られ

る良い経験 となったであろう。なお、学生にとってよりリアルなプラン作成

のきっかけとなるよう、「日本に来て問もないアメリカ人留学生と知 り合い、

彼女の家族のために国内旅行プランを提案 して欲 しいという依頼を受けた」

という場面設定にした。作成上の条件 としては、家族6人 での旅行 とし、そ

のうちの誰か一人が希望 している内容を(く じ引きで決定のうえ)プ ランに

組み入れることと、旅程に一つ以上の世界遺産観光を含むこととした。旅行

先が重複 しないよう、訪問する世界遺産の観光地についてまでは授業内のグ

ループワークで決めて報告 させ、旅程表の作成については宿題 とし、1ヶ 月

後に発表させることにした。

旅行2日 目午後の成田入国から8日 目夕刻の成田出国までの行程を作成す

る、というより具体的な設定にしたためか、学生はあたかも自分たちの旅行

計画を立てるように、活発に話 し合っていたようにみえた。先の設定条件を

満たしたうえで、自分たちが行ってみたい、あるいは行ったことのある場所

を選んだグループもあれば、案内役 というかたちで自身の出身地周辺の観光

地をプランに組み込んだグループもあった。更に、現実味のあるプランを作

成するよう促 したことで、アクティヴな活動 とリラックスできる時間をうま

く織 り交ぜたプランを紹介するグループもあれば、一つのテーマを冠 した旅

行プランを作成 したグループもあった。また、発表時に配布 された旅程表に

は、表をカラフルにして見やす くしたり、魅力的な観光地の写真を添付 した

りするなどの工夫もみられた。

発表時には、自分たちが発表を行 うだけでなく、他のグループの発表を理

IapanItinerary

Date Time C髭yLocatio延 Activi樋es Travd

April20 1:15pm

April21 4:30pm NaritaAirport ClearCustoms ArriveatNaritaAirport

Evening Asakusa Dinner Train:NaritatoAsakusa

Hotel:AsakusaHotel

April24 8am Tokyo 3hrtrip Train:TokyotoKyoto

Afしernoon Kyoto Sanjusallgen-do,Kiyomizu-

zaka,Minalni-za,Gion,

Ponto-cho〔Geishaarea〕

Evening Kyoto Dinller

Hotel:ToliHouse

Fig.2.実 際 に使 用 した旅 程 表(一 部 を加 工 ・抜 粋)
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解 し比較できるよう、グループ単位で評価する 「評価シー ト」を作成 して配

付 した。発表グループのレジュメは見やすいか、説明は分かりやすいか、プ

レゼンテーション能力やグループの結束力の有無、そしてほぼ規定時間通 り

に発表が収 まったかなどをそれぞれ5段 階で評価 させ、併せて配付 した 「質

問 ・コメントシー ト」にも記入をさせた。こうした学生同士による評価やコ

メントは、例えば、通常のテキス ト学習のなかで、教員 と学生が設問につい

て確認を行 う前に、ペアやグループで分からない箇所を相談 し合 う時間を設

けることと同等の効果を生むように思われる。すなわち、答えが導 き出せな

い学生は、ペアの相手に対 して自分が理解で きるまで率直に疑問をぶつけ、

答えの分かった学生は、どのようにその答えが導 き出されたかを説明するこ

とで、自身の理解 もより深 まるという効果である。発表を聴いた学生は、ふ

と浮かんだ疑問を躊躇なく投げかけることができ、質問を受けた学生 もまた、

納得 してもらえるよう説明に努力 していた。発表から2週 間後、授業時間の
一部を割いて行ったレ・スポンスでは、行程表の記述方法や内容について教員

側からも一通 りのコメントをしたが、質問や改善点、長所などを含む学生同

士の意見交換は有意義な時間となり、彼 らには充実 した表情が浮かんでいた。

5筆 記体 習得 はもはや不要 なのか

数年前にアメリカ人夫妻から送 られてきた手紙には、ネイティヴであるア

メリカ人でさえ、最近では文法やスペルを誤ることが多 くなったと書かれて

いたことがあった。パソコンの普及により文字を手書 きする機会が減ったこ

とに加えて、パ ソコンソフ トの自動修正機能もこの状況に追い打ちをかけて

いるようだが、日本人でも、例えば漢字は読めても書けなくなってしまった、

といった傾向がそれと同様のことに思われる。

この度の旅行でも、日本人が漢字で書 くクレジットカー ドの署名や日本の

押印文化に関する話題が発端 となって、長時間移動の列車内で先に挙げたよ

うな話に及んだ。パソコンが主要な筆記ッールとなった今 日、アメリカでは

筆記体の授業時間が減少 してきており、きちんとした署名ができない若者 も

増 えているとのことであった♂ 日本でも適切な漢字の使用や文字 を美 しく

に綴ることのできる人は減る傾向にあると伝え、筆記についてはいずれの国

でも一昔前の人々の方が優れていたかもしれない、と互いに苦笑 しなが ら話

を終えたのであった。
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そ して、後期授業の準備を始めた頃、偶然にもこうした会話を思い出 し、

現在の学生はどのくらいの割合で筆記体を習得 しているのだろうか、 という

疑問が浮かんだ。かつての義務教育では筆記体を習い、英語の授業でノー ト

をとる際は筆記体で記 していたと記憶 している。けれども、やはりパソコン

の使用が定着するにつれ、手書 きの際は次第にブロック体で綴る機会 も増え

ていったように思われる。また、大学の授業では学生全員が読めるよう、板

書はほぼブロック体を使用するようになった。なお、2002年 以降の学習指導

要領では、筆記体を授業で教えるかどうかは任意 となり、脱ゆとり教育後 も

そうした方針が踏襲されたため、筆記体習得のための授業は消滅 して しま

ったに等 しい といえるかもしれない。6授業では、筆記体の授業を行 う前に、

高等学校 までの英語の授業で筆記体を習った経験があるかどうかを学生に尋

ねたところ、経験があると回答 したのは受講生24人 中1名 しかおらず、その

学生も現在ではほぼ書 くことができないということであった。'

手書 きする機会そのものが減少傾向にある今 日、筆記体を教える必要性が

ないという意見は日本のみならず、英語圏の国々でさえもあがっている。 し

かしなが ら、高等教育機関で英語 リーディングやライティングの授業を行 う

立場 としては、学生に筆記体に触れる機会を提供することは、幾つかの理由

から有意義ではないかと考えている。まず 自身の体験 として、ネイティヴに

よる筆記、とりわけ中高年層以上では、今なお日常的に筆記体が用いられて

おり、筆記体を書かない人でも読む場面に遭遇する機会はごく身近にあると

いうことである。富山は 「インターナショナルな環境にあれば、種々さまざ

まな筆記体の字体 を毎日目にし」、自身の英語圏での暮 らしにおいては 「日

常生活及びアカデミックな生活 ともに、「ネーティブの方」が筆記体を使 う

のを当た り前のこととしてみてきた」 と述べている。そ してこうした 「「ネ

ーティブの方」の筆記体の日常使用の実態」は、現役学生のアンケー トの回

答 にも共通 にみ られた という(101)。8公 文書等の署名欄は筆記体で記され

るものであり、学生の身近な場面についていえば、アルバイ ト先の店舗 レジ

などで外国人からクレジットカー ドの署名をもらう必要が生 じるかもしれな

い。また、英語圏の有名人から色紙などにもらうサインも基本的には筆記体

を崩 したものが多いだろう。更には、この先英語圏の文学や歴史等を学ぶ機

会があるとすれば、活字化されたもの以外はほぼ筆記体で記 されており、判

読可能な能力が必要 となる。海外においても筆記体はもはや不要であるとい
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う考えが浸透 しつつある一方、筆記体の読み書 きができることは教養人とし

ての一種のたしなみであると考えられる節 もあり、日本の大学生 も同様に一

通 りの読み書きがで きることが望 ましいのではないかと思われるのである。9

そうした意味で、少なくとも 「指導にあたる者は、個人の認識や価値観によ

って最初から筆記体 という選択肢を奪 うのではなく、生徒本人に選択の自由

を与え」るべ きであろう(富 山102)。

6筆 記体 習得 の試 み

後期の授業では、多少なりとも筆記体に触れられる機会を提供 しようと筆

記体の授業を試みたが、本授業の主要教材はあくまでもテキス トであるため、

筆記体学習に費やすことのできた時間は授業1回 分 とアサインメン トに関す

る復習の数十分のみであった。学生には筆記体を学ぶ意義について説明した

後、限られた授業時間と課題を通 して、少なくとも読めるようになることと

自分の氏名を綴れるようになることを今回の目標 として欲 しいと伝えた。現

在では、筆記体の見本帳や英語の罫線ノー トなどは、ウェブサイ ト上からダ

ウンロー ドできるものも幾つかある。なお、なかには誤植 も見受けられたの

で、その点はよく確認 したうえで、授業ではそれらをプリン トしたものを用

いた。

最初に比較的ブロック体に近 く容易な文字について綴 り練習をさせ、追っ

て筆記体特有の綴 り方のものを一文字ずつ黒板に綴って見せてから、プリン

トに綴る練習をさせた。次に、学生に綴 り方が分かりづ らい文字を挙げても

らい、それらの文字を再度綴って見せてから再びプリン トに練習させるとい

うことをした。学生一人一人が適切に綴れているかどうか、教室内を巡回し

ながらの授業であったが、器用に素早 く綴る学生 もいればゆっくりと丁寧に

綴る学生 もいて、練習スピー ドに差が出てしまったことについては今後の反

省点となった。アルファベットの大文字 と小文字を一通 り綴 り終えたら、二

文字ごとに繋げて綴る練習、続いて頻度の高い簡単な語句や文章を綴る練習

を行った。学生たちは手本を見なが らであれば比較的容易に綴れたが、全 く

白紙の状態では頻繁に手本を見返 しなが らでなければ綴ることは難 しく、短

い授業時問では決 して習得で きたとはいえない状況であった。筆記体 を覚

えるためには漢字の書 き取 りと同様 に繰 り返 し書 くとい う練習が欠かせな

いため、学生には全アルファベットの綴 り練習 と、自分の氏名及び"Happy
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Birthday"な ど簡単な幾つかの語句 を綴るプリン トをアサインメントとし

て配付 した。

2週 間後の提出日、欠席 した1名 を除いて全員がこのアサインメン トを提

出した。当初は、綴 り練習ができているかを確認するだけのつ もりであった

が、プリントを一枚ずつチェックしていくと、手本や指示通 りにおおよそ書

けている学生は半数程度であった。綴 り練習では手本の字形から徐々に逸脱

してしまっていたり、簡単な語句を綴る課題では、語句や文字の一部を飛ば

してしまったりしているものもみられた。近年では、英語に限らず、ある程

度の集中力が必要 とされる書 き取 り練習の機会そのものが、教育現場におい

て減少 してきてしまっているのかもしれない。綴 り練習が最後の方で雑にな

ったり、一文字ずつ着実に綴 らないことで次第に語句全体が判読不能になっ

てしまったりしているものについては、そうしたことにも一因があるのだろ

う。それぞれの学生のプリントに修正方法やコメントを書 き入れて返却 した

うえで、多くの学生が苦手 としている文字については改めて解説 し、再度書

き取 りを行わせた。なかには律儀に全ての文字を繋げようとする不自然な筆

記体 もみられたので、文字同士の続け方についても説明した。こうした誤 り

は、課題で終わらせてしまうのではなく、授業内で練習や再度確認を行 うと

いった双方向の作業でこそ解消できた点だったと実感している。そして最後

に、学生たちの弱点箇所を克服するために有効だと思われる単語"stress"、
"socks"

、"chorus"な どの単語を挙げて、もう一度練習させた。

先にも述べたが、限られた時間での今回の目標は、学生自身が名前を綴れ

るようになることと、筆記体を読めるようになることであった。このアサイ

ンメントを提出する際には氏名を筆記体で綴るように指示 しておいたが、訓

令式で氏名を記 した学生が複数いたため、英語の授業ではヘボン式を用いる

よう、綴 り方と併せて助言 した。続いて、筆記体を読む練習では、実際の手

紙の一部をコピーして配布 し、グループワークで手紙の読解に挑戦 してみる

ように指示 した。手紙は筆記体の手本ではなく、あくまでも一般人が書いた

ものであるため、読みにくい癖字 もあれば一部がブロック体のように書かれ

た文字もある。しかしなが ら、実際に学生が今後読むことになるかもしれな

い筆記体は教科書の手本ではなく、おそらく誰かが書 き綴ったものであ り、

生の英語に触れるという意味で、あえて手紙を教材 として扱ったのである。

綴 り練習とは対照的に、学生たちはゲーム感覚で文字を判別しなが ら読んで
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いき一喜一憂 していたが、彼 らにはいつしか自身が読解する必要がある筆記

体 に向き合った時、「内容が読めた1」 という達成感を味わって欲 しい もの

である。

結 び

無論、日頃のテキス ト学習においても、机上の学習 という印象で終わって

しまわないよう、身近な話題や有用な情報を織 り交ぜなが ら授業を行 うよう

にしている。しかしなが ら、今回扱った幾つかの内容は、いずれもアメリカ

人旅行者 とのやりとりから得 られた実践的な英語教材であり、より意欲的に

授業に取 り組む学生の姿勢がみられたように思 う。少なくとも、2020年 の東

京オリンピックに英語ボランティアとして参加 しようとする学生には、こう

した教材は有意義なものになるであろう。だが、年々外国人観光客が急増 し

ている現状を踏 まえると、一歩街へ出たあらゆる学生にとって、英語で尋ね

られ教えるような機会がますます身近なものとなってくるのではないだろう

か。そうした実際の状況や場面を想定 しなが ら、今後 も実践的かつ効果的な

教材を見つけ提示 していきたい。

注
1文 部科学省の 「単位制度の実質化」の方針に基づ く傾向である。詳 しく

は 「第2章 第2節 教育課程編成 ・実施の方針について」等を参照されたい。
2授 業外学習の時間数に関する海外での調査結果との比較では

、「日本の

大学生の学びの特徴 として、授業内学習時間の圧倒的多さも授業外学習を阻

む要因の一つ」(野 田22)と の指摘がある一方で、「約6割 の大学が、授業

内外 において課題やテス トを課す ことが学生の授業外学習時間の増加 に結

びつ く取組」 と回答 しているとのことである(26)。 こうした現状 を総合的

に考えると、実質的には授業時間の確保に加えて各授業での課題量が増加 し、

学生には負担増 となっていることは明 らかであろう。「単位制度の実質化」

が形骸化 しないよう、また少なくとも学生が能動的に授業外学習を行えるよ

う、授業内容やアサインメントについては教員側にも一層の工夫が求められ

るだろう。
3旅 行のために検索 した時点では、道後温泉のウェブサイ ト上に明記され
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ていた と記憶 しているが、現在ではその記載が見当た らない。なお松 山市

ホームページには、「市長へのわがまちメール」に寄せられた苦情に対 して、

マナーは守 られるべ きだとしなが らも 「当施設では、公衆浴場法に基づ き伝

染性患者 と認められる人や、松山市公衆浴場法施行条例に基づ き泥酔者など

他の入浴者に支障を与えるおそれがある方は、入浴をご遠慮いただいていま

すが、刺青を入れた方の入浴については、法や条例などで制限する規定がな

く、特に、市が管理 ・運営する公共の施設 としては、刺青だけの理由でご入

浴のお断りをしていないのが現状です」 との回答があり、依然 として規制等

はみられない。
4海 外では、自国の文化や歴史について明瞭に説明できる人が多いと実感

させ られる。学生には、高い英語運用能力を習得することのみを目標 とする

のではなく、むしろ英語を用いてどのようなことを伝えたいかを日頃から意

識 して学んで欲 しいものである。
5ア メリカでも「高校生の7人 に1人 しかアルファベ ットを筆記体で書け」

ず、「今では大半の小学校が英習字の授業に 「1日10分 以下」 しか費や して

いないという」(沢 田66)。

6近 年の筆記体教育の傾向については学研出版サイ トのコラムにもあるが、

筆記体を習得 した世代が保護者 となり、現在の学校教育で学ばないことに疑

問を抱 くケースも多いようである。
7Tannerら による、筆記体習得率についての大学生の自己評価 に関する

調査結果では、大学教員の想定 より読み書 きのできる学生が少ないという結

論が示 されているが、現場ではこの調査の数字 よりも習得 している学生の割

合は少ないかもしれないという印象を受ける。
8「 週刊ダイヤモンド』で特集された 「学力大不安」には、「メールの時代

に筆記体が必要なのかという議論 も可能だが、生身のコミュニケーションで

筆記体に出会わないことはありえない。国際社会、英語教育 とこそさら熱心

なはずの日本人が、読めない文字があるとはいかにも間抜けである」(38)と 、

辛辣なが らも的を射たコメントがある。
9ア メリカでの筆記体教育に関する賛否については、NθωYo7・kTZmesの

ウェブサイト上に掲載 されている両者の意見が、その明瞭な一例 として挙げ

られる。
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